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I. は じ め に

Problem Based Learning(以 下 PBLと 略す)は事例を

活用し,少人数のグループで,学生主導で学習することを特

徴としている。この場合,教材としての事例は,具体的な問

題または状況を設定した情報を提示するため,学習への興味

関心を喚起し,主体的な学習行動を動橋づける上で重要とな

る。事例の良否は学習の達成を大きく左右する。現在,PBL

における教授方法,学習方法における要点および学習構成要

素については詳細なデータはあるが,教本ガ
‐
としての事例の良

否を検討したものやその事例に基づく学習の達成率,成果に

ついて言及 しているものはない。

そこで今回,排 1世の単元で用いた事例

に対する学生の学びを分析 し,教材 とし

ての事例の有効性について得たことをこ

こに報告する。

Π.授業 の ね らい と授 業展 開

授業のねらいは,排泄の意義の理解 と

排‖とのニーズを充足させるための基本的

な知識の習得,ア セスメント能力の育成

ぉよび基本的なケア技術が実践できるこ

とを事例を通 して学び}lF解することであ

る。

授業展開は, 3年制看護短期大学 2年

次の 1学期に,15時間 (10コ マ,1コマ :

1.5時 間)の うち 3時 間を排泄援 ])Jの 学

習の動機づけとPBL学習導入のための

講義およびつF泄援助の基本技術のデモン

ス トレーシヨンにあて,12時 間を PBL

として実施する。PBLは 1グ ループ 7

～ 8名で編成し,17グ ループをチューター

6名で担当する。最終授業は 3会場に分

かれて発表会をもち,共有学習と援助の

ための思考を深めることを目的とする。

発表にあたつては,その思考過程と結論

をグループレポー トとしてまとめにFttIし

冊子にして,発表会ではそれを用いて行

う。レポー トについては,枚数は特に制

PrOblem Based Learningに おける教材の事例の有効性に

関する研究一一小グループ学習のレポート分析から十~~
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限せず教科書等の内容を載せることはせず,授業で求められ

ている課題達成に向けてグループで取りあげた課題の思考過

程ゃ,それに関連する文献資料,結論を表すものとした。

Ⅲ.石汗究 目 白旬

授業のねらいより,事例に反映させる4つ の基本的概念と

大中小の概念を通して排泄についての,PBL教材としての

事例の基本的な知識,事例の全体像とアセスメント,具体的

な援助の学習日標達成状況を分析し排泄の学習を攣進するた

めの事例の有効性を検討する。

Ⅳ.研 究 方 法

1.方法

表 1 事例に反映させる4つの基本的概念と大中小項目内容

使秘の分類

便秘の看護
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大 項 目

排尿・排便

のメカニズ

ム

関連疾忠に

よる排1lLヘ

の影響

疾病による

オ〕FI世失調に

伴う心I里ヘ

の影響

ライフステ
ージと排I世

排尿の援助

排便の援助

中 項 日

〕F尿の変調

排イ更のメカニズム

排使の変調

,卜尿のメカニズム

関連疾患 (脳内出血)

の病態と症状,検査,

治療との関係

ボデイイメージの変

化
排1世 の自立不可の心

理的負担

老年期の特性

体力・筋力・精神力

の低下

発達口果題 (段階 )

生活背景 。経済性

尿失禁の分類

(切迫性尿失禁 )

尿失禁の看護

小 項 目

t糸球体,ボーマン襲,腎の機能

2尿呈,尿回教,尿の性状

3尿意,上位・ ド位排尿中枢

4尿 Pォロ,無尿,頻尿,尿失禁

5消化吸収の過程

6胃・小腸・大腸・直腸・Bl:F町 の働き

7排便反射 。使意 ,い きみ (腹圧 )

8使秘,下痢

9出血都位と症状 (頻尿,尿失禁,麻痺 )

10薬物治療

11血圧コントロールと安静,再出血予防

12良肢位,他動・白動運動

13ボデイイメージの変化の受容

14排 i性 を他者に依存しなければならない

心理的負担 (白 尊心 )

15心
'翠

的負担への配慮 (ロ ールプレイ等)

16子供二人出産,夫元会社員,現在白給

白足の生活,生活地域状況

17く しやみ時の尿漏れ

18老夫婦二人暮らし

19年金生活

20出 血都位と知覚,運動路の主要伝導路

とのF対 係

21〕F尿記録 (切迫性尿失禁 )

22尿失禁アセスメント

23尿意と排尿抑制 (骨盤底筋体操 )

24膀脱容量 鵬 脱訓練 )

25排尿誘導,排尿介助 (尿器,Pト イレ)

26お むつ介助 ('「 11と ケア用品)

27便秘の原因の追求

28努責による再出血血圧への影響

29使秘の原因への対応 (食事,飲水 )

30ベ ツド上排1世 の援助
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4.援助を考えるための情報,資料収集に必
要な学習資源の活用

3.'F泄援助場面のロールプレイやオムッ体
験を援助内容に活用できる

2.支援すべき問題の個別性に応じた具体的
援助が明確にできる

1.事例の排1性統合的アセスメントから支援
すべき問題が明確にできる

2,事例の蓼「泄のアセスメントができ,援助
の方向性が考えられる

1,事例の病態 ,心理・社会状況と〕F泄障害
の関連性が理解できる

5.排泄のエーズに関連した情報および観察
の祝点が理解できる

4.排泄援助を受ける忠者心理が理解できプ
ライバシーに配慮できる

1.尿・使の生成と排泄のメカニズムが理解
できる

2.排泄障害とその原因・誘因が理解できる

3.ベ ッド_上 での排1世援助 (便器・尿器)の
技術が実践できる

学 習 目 標

1～ 30

25,26,30

25,26,28

4, 8,11,12,13,

17,22

20,21,22,27

9,10,16,18,19,

20,28

2, 6,21,23,24

14,15,25,26,30

25,26,30

9,17,27,29

1,2,3,5,6
7

関連する小項目

(表 1小項目より)

933

933

71 0

779

800

923

698

817

833

778

753

*1

839

862

776

*2

達成率

*

*1

*2
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表 2 学習目標と目標達成に関連する小項目るよび学習目標達成結果
(単位%)

達成レベルを表す

学習日標達成卒

レベル別学習目裸達成率平均値

本研究は排泄の単元で事例を用いた P

BL学習での学習達成結果を基に,本事

例の教材 としての有効性を明らかにする

検証研究である。    ,
事例設定については,排泄状況はその

人の身体的・心理的・社会的生活が反映

するため,表 1に示す ように「身体」

「′とヽ理」「社会生活」そ t´ て「看護」を基

本概念とした。その各概念に対 し排泄の

単元で教育する必要のある抽象レベルの

教育骨子を大項目に示 し,中項 目では大

項 目の内容を受けて表象 レベルで事例に

反映させる学習項 目をあげ,小項 目では

さらに具象レベルの事例に反映させる30

の小項 目を明らかにし,表 3に示す事例

を設定 した。

また,学習 目標は事例を通 じて達成さ

れるため,学習内容 と思考過程を統合 し

達成 レベルをつけた (表 2)。 学習 目標

の達成 レベルは 3段階とし,レ ベル Iは

必ず達成 して欲 しいレベル (基本的な知

識 ),レ ベルⅡはできればここまでは達

成 して欲 しいレベル (主 として事例の全

体像とアセスメント), レベルⅢはここ

までできれば十分のレベル (主 として具

体的な援助)である。各学習目標を達成

するために必要な事例設定の小項目との

関連を表 2に 示 した。

2.研究封象

1)公立看護大学短期大学部 2年生20

グループ中研究に承諾の得られた17グルー

プの 114名 。

2)PBL学習終了時のグループレポー

ト内容。

3.分析方法

表 1,表 2を 用いて PBL教材の本事

例の有効性について分析する。基本的概

念に沿って導き出された大 ,中 ,小項 目

の学習内容のうち,具象レベルで事例に

反映させた30の 小項目に対 し,学びがレ

ポー トされているかどうかをグループレ

ポー トから学識経験者であるチュニター

と筆者の 2人で読みとり,達成されてい

ると評価が一致 したグループ数を出した。

達成率の算定は,表 2の各学習目標ごと

に関連する小項 目が達成されていると評

価できたグループ数の合計を,総グルー

プ数 (17グ ループ)と 各学習目標に関連

表 3 排泄事例の概要
※ の都合により文面を短縮している

72歳 女性 夫 (75歳 )と 二人で年金生活。夫は元会社員。定年退職後自給自足
の農業。息子二人は結婚し県外に在住。20年前より本態性高血圧症あり内服治療
中。明け方 トイレに起床時発作,救急車で搬送入院 (4月 10日 )。 右被投部の脳

察Ⅲ丑怪羅家毒身褒務手法:粂響獲晋F景奨曇払習肥財守メリ系路〔 }程暇菅

=ルにより看護婦が行くと遠慮深く控えめに

'F‖

L介助を依頼する。婦長が声をかけ
ると感謝の言葉と遠回しに看護婦にもいろいろな方がいると言うがはっきり言わ
ない。時の息者が′と、配し婦長にAさ んの “つぶやき"を代弁する。それは看護婦
の排泄介助の様子やオムツすることへのあきらめの気持ちや失禁しない工夫で水
分を制限していること,オ ムッ代のこと等である。入院前の様子は, くしゃみを
した時に尿もれがあったくらい,便秘傾向はあったが水分摂取や牛乳でコントロー
ルしていた。入院してからは自然排使がない。怒責すると血圧上昇をきたし再発
作の誘因になることは知っている。しかし今,水分を必要以上に飲むとお小水が
多くなるので気をつけている。食事は少なめにし,牛乳は下痢になると申しわけ
ないので,食事についてくるが控えているという。医師よリギャッチアップ9o度
まで許可。 トイレまでは禁。坐位バランスが安定してきたのでまもなく健側で立
位が保持できるようになる。夫は毎日面会。帰宅時必ず夫に排泄介助を依頼して
いる。
薬物療法 (入院時より)グ リセオール500ml ニコリン十シルドリール500ml
その他ビタミン剤,抗生物質, ミリスロールテープ

【表 :入院 1週 目の排尿状況】

６

７

９

１１

時 間

300

60

120

190

失禁あリオムッ冷たい

尿意なし

尿意なし

失禁あリオン、ッ温かい

起床時にオムツ交換
朝食前排尿誘導
ナースコールで依頼
昼食前排尿誘導

尿量・排尿失禁状況

朝食

茶

水分摂取量
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する小項目数で割つた値とした。また,各達成レベルごとに

も各学習目標達成率の平均値を出した。

V.結 果および考察

結果については表 2の右欄に,学習日標達成率およびレベ

ル別学習日標達成率として示すとおりである。

この事例が学習を促進させうる有効な教材であつたかをみ

ると,達成レベルIで基本的な知識に関する学習目標達成率

平均値が77.6%であり,達成レベルⅡの情報間の関連性の理

解や事例のアセスメント,援助の方向性の明確化などは86.2

%であ り,達成レベルⅢの問題の明確化や具体的援助の明確

化,体験学習や学習資源の活用なども83.9%で ,学習が促進

されていると言える。特に学習日標Ⅲ-3・ 4の ロールプレ

イゃオムツ体験や学習資源の活用の学習目標達成が93.3%と

高い値を示しており,学生たちは学習過程で生じた疑問・発

間について文献検索や討議を活発に繰り返していた結果と言

える。事例 S氏の病態や心理や社会的な状況とその関連性が

明確になればなるほど,個のニードに適した援助方法の追求

がなされていた。

このように興味関心を喚起することになり,主体的で積極

的な学習姿勢の醸成となり,臨地実習で展開することを待望

する声も聞かれ,学内での理論的学習と臨地での実践とのつ

ながりを深める機会ともなった。また排泄援助の意義につい

ての理解もこの事例を用いることにより,汚いという認識で

あった排泄が健康のバロメーターであり,生命維持の上で募

要であるという認識に変化するなど,今回の事例が学習者の

真剣な追求に応えうる事例であり,学習を促進させ得た事例

であったと言える。

このように全グループカ焉寸議過程で多面的な考え方がある

ことに気づき排泄援助への興味関心を高め,よ りよいケアを

追求するための思考を引き出している。身体面・心理面・社

会面が絡み合った事例情報の中で 1つ の問題状況を解決すべ

く検討するとき,その情報間のつながりが 1本線であるなら

ば単純な解決となる。しかし網目状につながりがある今回の

事例は,小グループでの討議によつて,さ まざまな考え方・

見方が出てくる。それが学生の思考を拡げ深めるのではない

かと考える。このようなトレーニングを繰り返すことによつ

て,生活する対象の見方が深まり,ア セスメント能力が育成

され,授業でのねらいを達成することになる。

また,沼野
1)の

学習 日標の論理分析論を用いると,達成レ

ベルⅢの達成は達成レベル I・ この達成を含むものであると

する論理 より,達成レベルⅢが83,9%であることから,こ の

学習内容は総体的に達成 されたと言える。しかし学習日標 I一

5の観察の視点の理解が69.8%と やや低い結果となっている。

このことは,事例展開に必要な情報を一度に全て提示 したた

め,意図的に観察 して情報1又集するという学習の機会がなかっ

たためと考えられる。今後は段階的な情報の提供や求めに応

じて情報提供するなど工夫が必要であると考える志

すなわち,表 2の学習 日標達成結果よりPBL教材 として

の本事例の有効性は高 く,PBL学習お よび教授法 を促進 さ

せ得る教材事例であつたと言える。

Ⅵ.お わ りに

本研究の結果から,本事例は教材として討議を深めるのに

有効性が高く,学習目標を達成させていた。 (″ かし観察内容

の学習の達成は他の学習項目に比べて低かったので,その学

習内容を呼び起こすための授業展開の工夫を検討する必要が

ある。有rJ1 2,は「教材七分に腕三分」と述べている。今回学

習内容の達成ができた根底には,ィ牧師のチユーターとしての

熱心な関わりによるところも大きい要因であることを見落と

してはならない。

Ⅶ.今後の課題

事例を用いるチユーターの教材解釈観や関わり,学生のレ

デ ィネスや反応から,達成目標と学習 して欲 しい内容を反映

する事例の情報提供の仕方,キ ーワー ド,要素の埋め込みの

質など,さ らに検討する必要がある。
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